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　「いいドクターかどうか知りたいのなら、看護師さ
んに聞くのが一番いい」――そんな言葉をある医
師から聞き、なるほどと思ったことがあります。患者
さんと近い位置にいて、患者さん目線でも物事を
考えることができる看護師だからこそ、医師の人と
なりも的確に見ているということなのでしょう。
　看護師の目線、それは診療の際にも大きな役割
を果たしています。医師の前では何でもなさそうに
している患者さんでも、看護師には「こういうとこ
ろが辛い」と、事細かに話していたりします。それを
電子カルテなどで共有することで、医師の目線で
はなかなか見えてこない患者さんの状況を正確に
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把握し、より円滑に診療を行うことができるのだと
思います。
　ストレスを抱える患者さんは、医師には言えない
不安や不満、怒りを看護師にぶつけてきます。その
ような時、看護師がしっかりと言葉を受け止め、
吸収してくれる……これは、患者さん自身はもち
ろん、病院にとっても非常に重要なことです。
同時に、それは受け手側の心に余裕がなければ
成し得ないことです。
　看護師が心にゆとりを持って働ける病院環境を、
私も医師として作っていかなければと常々思って
います。

03　Doctor's Message for NURSE Vol.3
       京都大学大学院医学研究科泌尿器科学 教授
    小川 修 先生　

04　PROSTELLA ATTN NURSE Vol.3
       看護師だからこそできる前立腺がん患者への支援
　　 ―前立腺がん看護外来の経験から
       北里大学病院 
　　  患者支援センター／前立腺がん看護外来
　　  がん看護専門看護師
     近藤 まゆみ さん

06　ポイントにタッチ！ 前立腺がんマスター講座 第3回
　　  前立腺がんのホルモン療法
　　　監修：鈴木 啓悦 先生
　　  　　  （東邦大学医療センター佐倉病院泌尿器科 教授）

08　患者さんの心模様 file3

　　　否認と受容の間で、
　　患者さんは常に揺れ動いている
　　  監修：保坂 隆 先生
　　　　　 （聖路加国際病院精神腫瘍科 医長）

10　泌尿器看護のツボ 第3回
　　　自己導尿
　　  監修：東原 英二 先生
　　　　　 （杏林大学医学部泌尿器科 教授）　
　　  指導：谷口 珠実 先生
　　 　　  （山梨大学大学院医学工学総合研究部健康・生活支援看護学講座 准教授）
       　　  平山 千登勢 さん
　　 　　  （杏林大学医学部付属病院看護部 皮膚・排泄ケア認定看護師）
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